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我々の研究グループは，フレキシブル基板上への金属微細構造パターニング技術の確立を目的

として，レーザー誘起光還元プロセスを利用した金属ナノ構造作製技術を開発した．金属イオン

を含有した試料にフェムト秒パルスの近赤外レーザーを集光照射すると，多光子吸収によって焦

点よりも小さな領域において光還元反応が起こり，金属が析出する．2009 年に Y. Cao らは，アン

モニア水溶液に硝酸銀を溶解した試料にフェムト秒パルスレーザーを集光照射し，120nm 線幅の

銀細線や 3 次元金属ナノ構造体の作製を実証した[1]．本研究では，フレキシブル基板として耐熱

性・耐薬性に優れたポリイミドに着目し，ポリイミド前駆体に銀イオンを溶解した材料を用いた．

この材料に円偏光を 1 点集光照射すると，リング形状の金属ナノ構造が作製されることを発見し

た[2]．レーザー照射パワー5 mW，照射時間 1 sec のとき，金属線幅 70 nm，直径 500nm の銀ナノ

リングが作製された．さらに直線偏光を照射することによって，周期 100 nm の超微細金属周期構

造がパターニングされた．この周期構造は，直線偏光に対して垂直に形成されることから，レー

ザー誘起表面周期構造(LIPSS)に起因すると考えられる．レーザーフルエンスは約 7.5 mJ/cm2であ

り，金属アブレーションのフルエンスよりも一桁以上低い[3]．本講演では，このレーザー誘起光

還元プロセスに伴う超微細周期構造形成メカニズムの検討結果について最新の研究成果を発表す

る．また，レーザー誘起光還元プロセスの応用として，金属メッシュ透明電極を作製したため，

その導電性および透過特性について発表する． 

レーザー誘起光還元法は，マスクおよび金属蒸着プロセスを必要としない直接的金属パターニ

ング技術であり，本手法による超微細金属パターニング技術は，ソフトマテリアルプラズモニッ

クデバイスの創出や可視光応答性メタマテリアルの開拓のブレークスルーにつながると期待され

る． 
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